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いる科学・工学指標（Science and Engineering 
Indicators）に変更をもたらすような科学計量学
（science metrics）・データベース・分析ツール等
の発展、c)専門家コミュニティの構築、が具体的
活動として挙げられている。本プログラムは、契
約・省庁間協定、研究助成、ワークショップ、コミュ
ニティ形成・訓練を通じて実施されるものである。
今年度の研究助成においては、モデル構築、分析
ツール開発、データ開発・充実が重点領域として
記述されている。
　1回目の2007年度は、モデル構築および分析
ツール開発を重点領域として総額700万ドルの募
集が行われ、20件の研究助成が決定された。例え
ば、「公的価値マッピング：科学およびイノベーショ
ン政策の社会価値の非経済モデルの構築」「科学進
歩の速度と方向に対する科学政策のインパクト評
価：先端的ツールと適用」「イノベーションと技術
実装：理論と政策含意」などであった。機関とし
ては、全米経済研究所（NBER、3件）、カーネギー
メロン大学（2件）、ジョージア工科大学（2件）
から複数件が採択された。
　「科学およびイノベーション政策の科学」の議論
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　米国国立科学財団(NSF)は、2007年12月から「科学およびイノベーション政策の科学」と題するプログラム
の2年度目の研究助成公募を開始した。15 ～20件の採択研究に対し総額で700万ドルの助成が予定されてい
る。本プログラムは、①科学および工学研究の背景・構造・プロセスの理解、②研究開発投資からの利益の
正確な評価、③将来の研究開発投資から期待される利益の予測、を目標として実施されており、今年度の募
集では、モデル構築、分析ツ ルー開発、データ開発を重点領域としている。「科学およびイノベーション政策の
科学」の議論は、2005年4月にマー バ ガーー大統領補佐官が「科学政策のための科学」の重要性を述べたこと
に端を発する。NSFは2006年度から取り組みを開始し、すでに2007年度に1回目の研究助成公募を行い、20
件の助成を決定した。今後「科学およびイノベーション政策の科学」がどのような発展を見せるかが注目される。
は、2005年4月のAAAS科学技術政策フォーラム
での講演において、マーバーガー大統領補佐官が、
科学的根拠に基づいた政策決定のための「科学政
策のための科学」の重要性を述べたことに端を発
する。NSFの社会・行動・経済科学局は2006年
度から取り組みを開始し、イノベーションおよび
発見の科学、イノベーションの測定、科学および
科学政策に関わる社会組織に関するワークショッ
プを開催して議論を行った。2006年9月には「科
学およびイノベーション政策の科学」と名称を改
めて趣意書を作成し、2007年度から研究助成公募
を開始した。
　NSFの2007年度予算要求のうち社会・行動・
経済科学局に関する節の中でも科学計量学が特記
されており、2006年度に260万ドル、2007年度
に680万ドルの予算が計上されている。また2008
年度要求では、「科学およびイノベーション政策の
科学」に関する3年間（2006 ～ 2008年度）の同
局予算として総額2589万ドルが計上されている。
　本プログラムの成果としては、短期的には科学
およびイノベーション政策決定を支援する定量的
および定性的能力の向上が、また、中期的には投
資とその成果に関する知識構築が期待されている。
さらに近々の目標として、2010年の科学・工学指
標への反映も期待されている。今後「科学および
イノベーション政策の科学」がどのような発展を
見せるかが注目される。
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